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町の考えを聞町の考えを聞くく
一般
質問

町の考えを聞く

佐藤忠暉議員

道路行政

踏
切
新
設
は
困
難
、道
路
改
修
を
要
望

沢
田
関
谷
線
鉄
橋
下
道
路
を
踏
切
方
式
に

安全対策

平
成

年
度
に
完
了
予
定

２２

長
崎
街
道
踏
切
の
歩
道
拡
張

質
問
　
長
崎
街
道
の
歩
道
を
山

田
南
小
学
校
側
か
ら
Ｊ
Ｒ
山
田

線
踏
切
に
向
か
っ
て
右
側
を
歩

く
と
、
踏
切
近
く
か
ら
踏
切
と

川
向
町
側
で
歩
道
が
な
く
な
り
、

遮
断
機
が
開
閉
す
る
た
び
に
、

人
、
押
し
車
、
自
転
車
、
自
動

車
が
交
錯
し
て
大
変
危
険
な
毎

日
が
続
い
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛
岡
支
社
と
の

打
ち
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
ろ
う

が
、
長
崎
街
道
踏
切
を
拡
張
し

て
歩
道
を
設
置
し
、
歩
行
者
や

自
転
車
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
通

行
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
長
崎
街
道
踏
切
の

拡
張
に
つ
い
て
は
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
議

員
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
を
受
け

て
い
る
場
所
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
も
現
状
を
憂
慮
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
県
及
び
Ｊ

Ｒ
と
の
協
議
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
こ
の
た

び
事
業
の
実
施
に
め
ど
が
つ
い

た
。
今
後
の
予
定
は
、
平
成
　２１

年
度
に
設
計
業
務
委
託
を
行
い
、

平
成
　
年
度
に
工
事
着
手
し
、

２２

同
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。

質
問
　
町
で
は
、
平
成
　
年
度

２０

県
知
事
要
望
項
目
と
し
て
、
県

土
整
備
部
河
川
課
に
町
内
２
級

河
川
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
追

加
要
望
し
た
い
と
の
こ
と
だ
。

　
内
容
は
、「
関
口
川
河
川
改
修

工
事
に
つ
い
て
具
体
的
に
Ｊ
Ｒ

山
田
線
鉄
橋
部
分
を
明
記
し
、

隣
接
す
る
鉄
橋
下
道
路
（
町
道

沢
田
関
谷
線
）
も
合
わ
せ
て
改

修（
 桁
 下
確
保
）要
望
し
た
い
。」

け
た

と
い
う
が
、
こ
の
方
法
で
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
桁
下

に
神
経
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
大
雨
時
に
は
水
害
の

心
配
も
あ
る
。
そ
れ
よ
り
、
道

路
を
線
路
の
高
さ
ま
で
土
盛
り

工
事
を
す
れ
ば
、
車
両
の
高
さ

を
気
に
し
な
い
で
通
行
で
き
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
線
路
の
高
さ
に
道

路
を
設
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
新

た
に
踏
切
が
必
要
と
な
る
が
、

Ｊ
Ｒ
は
踏
切
の
新
設
を
認
め
な

い
方
針
で
あ
り
、
関
口
川
改
修

事
業
で
の
道
路
改
修
が
最
善
で

あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
事
業
は

県
と
河
川
改
修
の
協
議
を
進
め

る
中
で
示
さ
れ
た
も
の
で
、
町

で
は
緊
急
車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に

往
来
で
き
る
よ
う
桁
下
の
高
さ

と
幅
員
の
確
保
を
要
望
し
て
い

る
。
県
は
、
本
年
度
に
設
計
業

務
委
託
を
予
定
し
て
い
る
が
、

着
手
年
度
・
完
成
年
度
は
未
定

で
あ
る
た
め
、
早
期
整
備
を
積

極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。　

県の河川改修（関口川）に合わせて鉄橋下道路改修
（桁下確保）を要望している町道沢田関谷線


